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令
和
３
年
度
決
算
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額

は
59
億
１
２
７
６
万
３
千

円
と
な
り
前
年
度
対
比

19
・
４
％
増
と
な
っ
た
。

主
な
要
因
は
地
方
交
付
税

が
16
・
３
％
増
、
村
債
が

81
・
２
％
増
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
。

　

歳
出
総
額
は
、
57
億
１

２
６
０
万
３
千
円
と
な

り
、
前
年
度
対
比
18
・

９
％
の
増
と
な
っ
た
。
予

算
額
に
対
す
る
執
行
率
は

89
・
７
％
。
庁
舎
建
設
事

業
や
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金

事
業
な
ど
に
よ
り
歳
出
が

増
え
た
。

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000
村債
国県支出金
地方交付税
地方消費税
交付金等
その他
村税

令和元年度 令和２年度 令和３年度

58,761

82,364

149,276

137,951

69,345

153,095 163,538

190,239

12,201 13,709

15,637

35,240 37,458
107,902

60,227 60,113 58,877

76,292

（万円）
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200000

300000

400000

500000

600000 公債費
災害復旧費
教育費
消防費
土木費
商工費
農林水産業費
労働費
衛生費
民生費
総務費
議会費

令和元年度 令和２年度 令和３年度

269,136

73,966

4,451

73

10,766

13,606
28,111

58,782

66,965

107,152

48,733

22,605
21,288

 4,560

71

183

1,923

28,198
21,073

31,029
49,829
30,963
50,441

10,178

148,671

66,007

 4,478

72

 1,847

21,279

25,688

22,039
106,713

35,412
45,084  3,276

（万円）

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
15
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

諸
報
告
、
請
願
１
件
、
一
般
質
問
（
３
名
４
件
）
が
行
わ
れ
た
。
村
長
提
出
議
案

は
、
条
例
改
正
１
件
、
補
正
予
算
５
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
、
人
権
擁
護
委
員
の
人
事
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
し
可
決
し

た
。

９　月９　月
定例会定例会

会　計 歳 入 総 額 歳 出 総 額
村 営 水 道 事 業 2億  231万円 2億  107万円
国民健康保険事業 4億  201万円 3億9,872万円
農業集落排水事業 1億  505万円 1億  430万円
公 共 下 水 道 事 業 7,423万円 7,320万円
後期高齢者医療事業 6,422万円 6,418万円

特別会計決算額

基　金　名 残　高
財政調整基金 9億4,492万円
地域振興基金 3,226万円
減債基金 4億  112万円
土地開発基金 1,770万円
地域福祉基金 5,530万円
ふるさと農村活性化基金 400万円
むらづくり基金 225万円
庁舎建設基金 5億2,005万円
補助事業等つなぎ資金貸付基金 500万円
育英基金 1,819万円
特産物販売施設整備基金 6万円
森林環境整備基金 384万円
村営水道基金 2,111万円
国民健康保険支払準備基金 3,985万円
農業集落排水基金 338万円
公共下水道基金 893万円

基金年度末残高

歳入 59億1,276万円59億1,276万円

歳出 57億1,260万円57億1,260万円

一般会計

大型事業が完了
大桑橋や新庁舎建設の
令和３年度決算を認定令和３年度決算を認定
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区分
年度

令和
３年度

令和
２年度

令和
元年度

実質赤字比率 －
（15.00）

－
（15.00）

－
（15.00）

連結実質赤字比率 －
（20.00）

－
（20.00）

－
（20.00）

実質公債費比率 10.5
（25.0）

10.6
（25.0）

10.6
（25.0）

将来負担比率 63.7
（350.0）

31.4
（350.0）

28.1
（350.0）

令和３年度 財政健全化審査は「適正」令和３年度 財政健全化審査は「適正」

※－は黒字のため数字記載なし。(　)は、早期健全化基準

◆
執
行
状
況

■Ｑ
歳
出
の
執
行
率
が
令
和
２
年
度
の

91
・
２
％
か
ら
89
・
７
％
に
下
が
っ
て
い

る
が
要
因
は
。

■Ａ
繰
越
明
許
費
が
増
え
た
た
め
。

■Ｑ
実
質
公
債
費
比
率
が
他
町
村
よ
り
も

高
い
が
ど
う
見
て
い
る
か
。

■Ａ
大
型
事
業
を
行
い
起
債
を
起
こ
せ
ば
、

返
す
額
よ
り
も
借
り
る
額
が
多
く
な
り
実

質
公
債
費
率
は
上
が
る
。
有
利
な
起
債

（
地
方
交
付
税
に
反
映
さ
れ
る
も
の
）
を

活
用
し
て
い
る
。
問
題
は
な
い
。

◆
税

■Ｑ
入
湯
税
を
令
和
３
年
度
よ
り
徴
収
し

て
い
る
が
利
用
者
に
影
響
が
あ
っ
た
か
。

■Ａ
納
税
者
は
令
和
２
年
度
が
４
２
３
９

人
、
令
和
３
年
度
は
１
万
６
９
５
人
。

■Ｑ
不
能
欠
損
と
な
る
時
効
の
年
数
は
。

■Ａ
地
方
税
法
18
条
に
よ
り
５
年
間
行
使

し
な
け
れ
ば
時
効
と
な
る
。
ま
た
固
定
資

産
税
は
相
続
放
棄
を
行
え
ば
不
能
欠
損
と

な
る
。

◆
リ
サ
イ
ク
ル

■Ｑ
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
回
収
状
況
は
令
和

２
年
度
よ
り
減
っ
て
い
る
。
要
因
は
。

■Ａ
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
で
も
ご
み

の
袋
に
入
っ
て
い
る
。
ご
み
減
量
化
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

■Ｑ
高
齢

者
は
リ
サ

イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
出

し
に
行
く

こ
と
が
難

し
い
。

■Ａ
地
域

の
自
助
共

助
で
お
願

い
を
し
た

い
。

◆
福
祉
・
こ
ど
も

■Ｑ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
業

務
の
件
数
が
多
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
相
談
か
。

■Ａ
施
設
入
所
の
相
談
が
多
い
。

■Ｑ
未
満
児
保
育
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

■Ａ
令
和
３
年
度
は
11
人
。
面
接
を
行
い

条
件
に
合
え
ば
受
け
入
れ
る
。

◆
観　

光

■Ｑ
の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
の
利
用
者
が
増

と
な
っ
た
要
因
は
。

■Ａ
コ
ロ
ナ
で
休
園
し
た
期
間
も
あ
っ
た

が
、
野
外
の
キ
ャ
ン
プ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

比
較
的
人
気
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
予
約
も
増
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000

令和
元年度

令和
３年度

令和
２年度

平成
30 年度

630,857

480,399

492,181

530,857

実 質 赤 字 比 率
赤字の大きさを、その地方公共
団体の財政規模に対する割合で
示したもの。

連結実質赤字比率
公営企業会計を含む赤字の大き
さを、その地方公共団体の財
政規模に対する割合で示したも
の。

実質公債費比率 全部の会計の公債費や公債費に
準じる経費の比率。

将 来 負 担 比 率
将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模を基本とした額に
対する比率。

用語の説明

決
算
審
議

村債年度末残高村債年度末残高 （単位：万円）

完成した新庁舎完成した新庁舎

リサイクルステーション（くわっこ）リサイクルステーション（くわっこ）
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令
和
３
年
度
決
算
審
査

は
、
審
査
該
当
事
業
４
０

５
件
の
う
ち
、
書
類
54
件
、

現
地
16
件
、
出
先
機
関
５

か
所
に
つ
い
て
実
施
し
、

審
査
を
行
っ
た
。
事
業
の

執
行
に
つ
い
て
、
特
に
留

意
改
善
を
要
す
る
と
認
め

ら
れ
る
事
項
は
次
の
と
お

り
。主

要
事
業
、
委
託
事
業

▼ 

高
齢
者
温
泉
入
浴
補
助

事
業
に
つ
い
て

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

温
泉
入
浴
補
助
で
あ
り
書

類
等
整
備
さ
れ
問
題
な
い

と
判
断
し
た
が
、
過
去

２
ヶ
年
（
令
和
元
年
度
・

２
年
度
）
と
比
較
す
る
と

利
用
者
が
減
少
し
て
き
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
が
原
因
の

検
討
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。

▼ 

令
和
２
年
度
川
向
地
区

林
地
開
発
検
討
業
務
に

つ
い
て

　

林
地
へ
の
太
陽
光
発
電

施
設
設
置
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
影
響
を
現
地
調

査
に
基
づ
い
て
検
討
す
る

業
務
で
あ
り
、
書
類
等
問

題
な
い
と
判
断
し
た
。
急

傾
斜
地
を
含
む
林
地
へ
の

ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
建
設
は
、

気
象
災
害
の
誘
発
や
景
観

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
慎
重
な
検
討
を
要
す
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
業
務

で
得
ら
れ
た
情
報
が
有
効

に
活
用
さ
れ
、
住
民
の
安

全
な
生
活
に
つ
な
が
る
こ

と
を
希
望
す
る
。

税
等
の
滞
納
状
況

　

税
等
の
滞
納
状
況
で
あ

る
が
、
令
和
３
年
度
末
の

滞
納
者
数
は
、
村
県
民
税

で
の
10
人
の
ほ
か
、
計
29

人
で
、
前
年
度
対
比
２
人

の
減
少
で
あ
る
。
滞
納
整

理
や
納
税
相
談
を
実
施
し
、

滞
納
者
に
対
し
迅
速
か
つ

適
切
な
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
と
評
価
す
る
。
未

収
金
は
、
財
政
運
営
に
影

響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、

費
用
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
も
見
過
ご
す
こ
と

の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る

の
で
、
全
庁
的
な
収
納
対

策
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

出
先
機
関
の
状
況

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
要

望
し
た
。

▼ 

小
中
学
校

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

は
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
。
ネ
ッ

ト
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め

に
安
全
に
使
え
る
よ
う
指

導
し
て
い
た
。
小
学
校
は

開
校
20
周
年
を
迎
え
る
が
、

校
舎
内
外
で
小
さ
な
修
繕

等
必
要
な
個
所
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
と
も
教
育
委
員

会
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら

改
善
さ
れ
た
い
。
引
き
続

き
指
導
を
お
願
い
す
る
。

▼ 

保
育
園

　

未
満
児
２
歳
と
２
歳
未

満
の
園
児
で
は
対
応
を
分

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

と
し
て
は
、
人
数
制
限
を

し
な
が
ら
の
行
事
、
人
数

を
分
け
て
給
食
な
ど
対
応

し
て
い
た
。
村
長
が
園
長

を
兼
務
し
て
い
る
が
、
現

場
で
発
生
し
た
課
題
等
に

き
め
細
か
な
対
応
を
行
い

安
全
、
安
心
な
保
育
を
進

め
る
た
め
に
は
常
勤
の
園

長
の
任
用
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
引
き
続
き
指

導
を
お
願
い
す
る
。

▼ 

あ
て
ら
荘

　

運
営
方
法
を
工
夫
し
利

用
客
の
増
加
を
図
る
こ
と

に
よ
り
経
営
改
善
を
す
す

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
小
口
の
利
用
を
重
ね

る
た
め
に
は
更
に
努
力
が

必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

客
室
内
へ
空
気
清
浄
機
を

設
置
し
た
こ
と
や
信
州
あ

ん
し
ん
の
店
登
録
な
ど
、

コ
ロ
ナ
対
策
が
行
わ
れ
て

い
る
点
も
Ｐ
Ｒ
し
利
用
推

進
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

引
き
続
き
指
導
を
お
願
い

す
る
。

▼ 
社
会
福
祉
協
議
会

　

財
政
調
整
積
立
金
積
立

額
は
昨
年
度
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
、
財
政
的
に
は

現
在
の
と
こ
ろ
問
題
な
い

と
認
め
ら
れ
る
。
利
用
者

が
増
え
て
お
り
、
人
材
の

確
保
が
毎
年
変
わ
ら
な
い

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
努
め
、
引
き
続
き
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
組
織
体

制
の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

む 

す 

び

　

令
和
３
年
度
も
村
民
の

暮
ら
し
に
密
着
し
た
事
業

が
確
実
に
進
め
ら
れ
た
と

判
断
し
た
。

　

施
策
、
決
算
状
況
、
基

金
残
高
等
の
審
査
の
結
果
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
と

も
予
算
に
対
し
て
効
率
よ

く
か
つ
適
正
に
執
行
さ
れ
、

事
業
が
円
滑
に
推
移
さ
れ

た
と
判
断
し
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
基
づ
く
事
業
も

住
民
の
生
活
に
即
し
て
適

正
に
執
行
さ
れ
た
と
判
断

し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
新
庁
舎

が
完
成
し
旧
庁
舎
の
撤
去
、

跡
地
利
用
の
課
題
は
残
さ

れ
て
い
る
が
、
大
桑
橋
整

備
を
含
め
大
型
事
業
が
ほ

ぼ
完
結
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
新
た
な
発
想
で
総
合

計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標

に
向
か
っ
て
村
民
と
と
も

に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

　

自
主
財
源
の
確
保
、

国
・
県
支
出
金
、
有
利
な

起
債
の
活
用
な
ど
を
図
る

と
と
も
に
歳
出
の
見
直
し

を
進
め
効
率
的
な
予
算
執

行
に
引
き
続
き
務
め
る
よ

う
お
願
い
す
る
。
村
づ
く

り
の
基
本
理
念
を
常
に
念

頭
に
置
き
つ
つ
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
コ
ス
ト
意
識

を
持
っ
て
行
財
政
運
営
に

邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

監
査
委
員　

田
中　

芳
男

　

 

同  　
　

山
本　

秀
樹現地監査（社協ボイラー入替工事）現地監査（社協ボイラー入替工事）

決
算
審
査
意
見
書
所
見
（
抜
粋
）
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◆
令
和
４
年
度
大
桑
村

一
般
会
計
補
正
予
算

　

主
な
内
容
は
、
普
通
交

付
税
の
額
の
確
定
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
オ
ミ
ク

ロ
ン
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
経
費
の
計
上
。
庭

の
畑
橋
新
設
予
備
設
計
に

伴
う
委
託
料
の
計
上
。
水

道
料
基
本
料
減
免
に
よ
る

水
道
会
計
へ
の
繰
り
出
し
、

減
債
基
金
へ
の
積
み
立
て

等
に
よ
る
。

■Ｑ
野
尻
駅
周
辺
の
不
動

産
鑑
定
と
は

■Ａ
Ｊ
Ｒ
用
地
価
格
の
確

認
を
す
る
た
め
、
不
動
産

鑑
定
士
に
調
査
を
委
託
す

る
も
の
。

■Ｑ
村
有
地
の
草
刈
り
の

状
況
は

■Ａ
財
産
管
理
経
費
の
草

刈
り
は
村
有
地
の
草
刈
り
。

村
道
や
河
川
沿
い
の
草
刈

り
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

を
出
し
地
区
で
刈
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
や
、

職
員
が
刈
る
部
分
も
あ
る

が
、
行
き
届
か
な
い
と
こ

補
正
予
算
審
議

補正予算  庭の畑橋新設予備設計委託料、補正予算  庭の畑橋新設予備設計委託料、
新型コロナ接種・支援経費を計上新型コロナ接種・支援経費を計上

請　

願

●
「
不
登
校
児
童
生
徒
に

対
し
て
多
様
な
学
習
機

会
の
確
保
の
た
め
の
経

済
的
支
援
制
度
の
確
立

を
求
め
る
意
見
書
」
の

採
択
を
求
め
る
請
願
書

請
願
者

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

た
め
の
一
斉
請
願
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

代
表
者　

四
宮
沙
代
香

紹
介
議
員

　

瓜
尾
美
佐
子

　

勝
野　

清
子

結　

果

　

全
会
一
致
採
択

条
例
改
正

●
大
桑
村
消
防
団
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

消
防
団
の
定
員
を
１

８
０
人
か
ら
１
６
０
人

に
す
る
も
の

人　

事

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

・
大
桑
村
野
尻

・
大お

お

前ま
え

美み

咲ず

枝え

氏

結　

果

　

同
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

に
全
会
一
致
で
同
意

ろ
も
多
く
あ
る
。
公
共
性

の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
優
先

順
位
を
つ
け
行
っ
て
い
る
。

■Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
燃
料
油

応
援
商
品
券
の
増
額
は

■Ａ
６
月
補
正
で
一
人
５

千
円
と
し
て
い
た
が
、
中

小
企
業
等
応
援
金
の
額
が

確
定
し
残
っ
た
た
め
、
今

回
燃
料
油
応
援
商
品
券
に

振
り
替
え
一
人
１
万
円
に

増
額
し
た
。

■Ｑ
農
業
用
機
械
導
入
補

助
金
の
減
額
と
は

■Ａ
当
初
予
算
で
は
認
定

農
業
者
支
援
の
た
め
国
の

補
助
金
を
活
用
し
田
植
え

機
の
購
入
を
予
定
し
て
い

た
が
、
国
の
要
綱
の
変
更

が
あ
り
、
国
の
補
助
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
村
負
担
分
を
増

や
し
、
個
人
負
担
分
も
増

加
し
た
。
個
人
負
担
分
が

増
え
た
分
を
減
額
し
た
。

■Ｑ
保
育
園
長
の
今
後
は

■Ａ
現
在
、
村
長
が
園
長

を
兼
務
し
て
い
る
が
、
来

年
度
か
ら
は
新
し
い
園
長

が
着
任
す
る
予
定
。

一般会計補正状況
会　　計 補正額 補正後の予算額 主　　な　　内　　容

一 般 会 計
（補正第２号） 14,824 418,133

（歳入）地方交付税追加　 10,712
  　　　衛生費国庫負担金　 1,386
  　　　衛生費国庫補助金　 1,024
  　　　 繰入金（財政調整基金、森林環境整備基金） 1,095
（歳出） 新型コロナワクチン接種事業 2,447
  　　　減債基金積立金 3,000
  　　　 村営水道事業特別会計繰出金

（水道基本料減免分） 1,402
  　　　 新型コロナ燃料油応援商品券 1,725
  　　　 村有林事業（中尾沢村有林皆伐事業） 1,650
  　　　 庭の畑橋新設予備設計等委託料 2,384

一 般 会 計
（補正第３号） 404 418,537（歳出） 9/1 豪雨災害（浦川２号線）地質調査業務委託等 404

（単位：万円）
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〜
木
曽
病
院
の
充
実
を
求
め
る

〜
木
曽
病
院
の
充
実
を
求
め
る

 

こ
と
に
つ
い
て
を
提
案
〜

こ
と
に
つ
い
て
を
提
案
〜

木
曽
郡
町
村
議
会
議
員
総
会

　

木
曽
郡
町
村
議
会
議
員
総
会
は

８
月
１
日
上
松
町
ひ
の
き
の
里
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

総
会
前
に
研
修
会
が
行
わ
れ
、

木
曽
建
設
事
務
所
の
大
瀬
木
弘
所

長
よ
り
、
長
野
県
が
木
曽
地
域
で

行
っ
て
い
る
道
路
や
河
川
、
防
災

事
業
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
前
年
度
総
会
決
議

事
項
の
処
理
報
告
や
各
町
村
か
ら

の
地
域
課
題
に
対
す
る
議
案
審
議

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
桑
村
議
会
か
ら
の
提
出
議
題

と
し
て
、「
木
曽
病
院
の
充
実
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

急
速
に
高
齢
化
が
進
行
す
る
木

曽
に
お
い
て
、
待
ち
時
間
の
短
縮

や
特
に
込
み
合
う
診
療
科
の
診
察

時
間
も
し
く
は
診
察
日
を
増
や
す

な
ど
検
討
を
求
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

拡
大
時
に
は
病
床
や
人
材
確
保
の

体
制
が
と
れ
る
よ
う
体
制
の
構
築

を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
次

の
事
項
を
要
望
し
ま
し
た
。

❶
県
の
医
師
確
保
計
画
に
基
づ
い

て
医
師
の
養
成
、
確
保
を
す
る

こ
と
。
ま
た
、
夜
勤
の
出
来
る

看
護
師
の
確
保
に
努
め
、
働
き

や
す
い
環
境
整
備
の
構
築
を
図

る
こ
と
。

❷
コ
ロ
ナ
禍
に
鑑
み
、
地
域
医
療

構
想
に
基
づ
く
病
床
削
減
計
画

は
地
域
の
実
情
を
十
分
に
踏
ま

え
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

❸
病
院
の
安
定
経
営
の
た
め
の
財

政
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

●
木
曽
病
院
の
充
実
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

●
木
曽
川
水
系
木
曽
川
圏
域
河
川

の
治
水
に
つ
い
て

●
中
学
校
の
部
活
動
指
導
の
合
同

部
活
活
動
推
進
に
つ
い
て

●
空
き
家
対
策
に
関
す
る
支
援
の

充
実
強
化
に
つ
い
て

●
木
曽
郡
の
農
業
農
村
対
策
の
推

進
に
つ
い
て

●
移
住
・
定
住
促
進
事
業
の
一
体

的
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
木
曽
地
域
の
道
路
交
通
網
整
備

に
つ
い
て

決
議
事
項

木曽広域連合議会報告　第３回定例会（８月31日開催）
　

定
例
会
に
は
、
令
和
３

年
度
一
般
会
計
及
び
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
、
下
水
道
事
業

会
計
決
算
、
令
和
４
年
度

各
会
計
補
正
予
算
が
上
程

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
・

可
決
さ
れ
た
。

●
令
和
３
年
度
主
要
事
業

＊
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

＊
森
林
経
営
管
理
制
度
の

推
進
事
業

＊
旧
炉
解
体
工
事
完
了
と

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
竣
工

＊
文
化
ホ
ー
ル
改
修

＊
木
曽
寮
建
設
・
用
地
造

成
工
事
開
始

＊
介
護
保
険
給
付
費
前
年

度
よ
り
０
・
08
％
減

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計

　

補
正
予
算

　

補
正
額
３
３
５
５
万

９
千
円
を
追
加
す
る
も

の
。

　

光
熱
水
費
や
燃
料
費

高
騰
、
事
業
費
確
定
に

伴
う
精
算
な
ど
。

●
令
和
４
年
度
介
護
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算

　

補
正
額
１
億
２
６
３

万
３
千
円
を
追
加
す
る

も
の
。

　

基
金
積
立
金
５
４
７

５
万
円
の
増
額
な
ど
。

会　　計 補 正 額 補正後の額

一 般 会 計 3,356万円 38億 
3,135万円

介 護 保 険
特 別 会 計

1億 
263万円

41億 
5,053万円

下水道会計
（収益的支出） 252万円 １億 

1,895万円

令和４年度 補正予算
会　　計 歳入総額 歳出総額 実質収支額

一 般 会 計 43億8,118万円 42億1,054万円 6,899万円
介護保険特別会計 39億9,029万円 38億9,673万円 9,356万円

令和３年度 決算

下水道事業会計 決算

(※) 不足額は、当年度分損益勘定留保資金で
補填をした。

●
令
和
４
年
度
下
水
道
事

業
会
計

　

補
正
予
算

　

電
気
代
高
騰
に
よ
る

光
熱
水
費
１
２
２
万
円

な
ど

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

養
護
老
人
ホ
ー
ム
木
曽

寮
移
転
改
築
工
事

契
約
金
額

13
億
４
２
０
０
万
円

契
約
の
相
手
先

岡
谷
・
松
本
土
建
・
興

和
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

第
１
回
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会

（
７
月
８
日
開
催
）

（
７
月
８
日
開
催
）

●
令
和
４
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算

　

補
正
額
１
２
４
８

万
円
を
追
加
す
る
も

の
。
木
曽
寮
建
設
事

業
費
の
増
額
。

●
工
事
請
負
変
更
契
約

　

木
曽
文
化
公
園

ホ
ー
ル
天
井
等
改
修

工
事

契
約
変
更
額

　

３
億
５
４
０
２
万

４
千
円

３
４
７
万
６
千
円
の

減
額

（
報
告
者　

瓜
尾
美
佐
子
）

区　　分 決 算 額 当年度純利益

収 益 的 収 入
及 び 支 出

下水道事業収益 1億1,635万円
363万円

下水道事業費用 1億1,272万円
資 本 的 収 入
及 び 支 出

資 本 的 収 益 0円
※△2,325万円

資 本 的 支 出 2,325万円
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◎
８
月
22
日
開
催

⑴
庭
の
畑
橋
要
望
書
に
つ

い
て

　

令
和
４
年
３
月
24
日
付

で
旭
町
区
長
よ
り
提
出
さ

れ
た
要
望
書
に
つ
い
て
、

現
地
を
視
察
後
、
村
よ
り

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
議
会
と
し
て
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協

議
を
し
た
。

⑵
大
桑
村
木
造
住
宅
推
進

協
議
会
要
望
書
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
３
月
28
日
付

で
大
桑
村
木
造
住
宅
推
進

協
議
会
よ
り
提
出
の
あ
っ

た
要
望
書
の
内
容
に
つ
い

て
参
考
人
よ
り
説
明
を
受

け
た
後
、
村
側
の
回
答
書

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

議
会
と
し
て
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

公
営
企
業
法
適
用
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

所　

感

⑴
村
と
Ｊ
Ｒ
の
協
議
に
お

い
て
双
方
と
も
人
道
橋

の
架
け
替
え
は
必
要
だ

と
い
う
認
識
で
あ
る
。

現
地
の
状
況
か
ら
車
道

橋
と
し
て
の
架
け
替
え

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

住
民
の
生
活
の
支
障
と

な
ら
な
い
よ
う
架
け
替

え
を
優
先
し
て
施
工
し
、

撤
去
す
る
と
い
う
手
順

⑶
そ
の
他

　

産
業
振
興
課
よ
り
林
道

野
尻
与
川
線
二
反
田
１
号

橋
改
良
工
事
の
工
期
延
長

及
び
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
対
応
２
０
２
２
大
桑
燃

料
油
購
入
助
成
券
配
付
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

建
設
水
道
課
よ
り
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
策
」
水

道
料
金
（
基
本
料
金
）
の

減
免
に
つ
い
て
及
び
大
桑

村
上
下
水
道
事
業
の
地
方

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
15
日
に
３
名
４
件
を
行
い
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

　一般質問は、村が行うすべての事務や事業に関
して何でも質問できる大事な議員活動の場です。
　年４回の定例会のみで、臨時会ではできませ
ん。

・質問時間は30分
　大桑村議会では、議員が質問できる時間は答弁
を含め１人40分ですが、コロナウイルス対策とし
て議場の換気等を行うため１人30分としました。

・一問一答方式
　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る一問
一答方式です。
　この方法は、より問題を深められる方法といわ
れています。

・事前通告
　質問したい議員には、前もって質問内容を記し
た事前通告書の提出を義務付けています。

一般質問とは

で
お
願
い
し
た
い
。
着

手
ま
で
に
は
ま
だ
時
間

が
か
か
る
と
思
わ
れ
る

が
、
計
画
が
具
体
化
し

て
き
た
段
階
で
住
民
説

明
会
を
開
催
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
計
画
を
早
期

に
具
体
化
さ
せ
る
た
め

に
地
区
や
Ｊ
Ｒ
側
と
の

協
議
に
誠
意
努
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

議
会
に
宛
て
ら
れ
た

要
望
書
の
議
会
と
し
て

の
回
答
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
さ
ら
に
検
討
を

重
ね
早
急
に
対
応
を
し

て
い
く
。

⑵
村
は
木
造
住
宅
新
築
補

助
金
等
補
助
金
交
付
要

綱
と
住
宅
新
築
等
補
助

金
交
付
要
綱
に
つ
い
て

実
績
を
参
考
に
１
要
綱

と
す
る
予
定
。
住
宅
増

改
築
補
助
金
、
空
き
家

対
策
事
業
補
助
金
等
の

補
助
金
額
の
検
討
も
し

て
い
く
と
回
答
済
み
。

　

今
後
も
委
員
会
を
開

催
し
議
会
と
し
て
の
回

答
を
協
議
し
て
い
く
。
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◥
地
域
公
共
交
通
に 

　

つ
い
て

■Ｑ
高
齢
化
が
進
む
中
、

交
通
弱
者
の
移
動
・
外
出

支
援
を
保
障
す
る
た
め
、

公
共
交
通
の
充
実
は
、
今

後
も
村
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
大
事
な
施
策
で
あ
る
。

　

新
庁
舎
の
開
庁
に
合
わ

せ
て
運
行
表
も
改
正
さ
れ

た
が
、
利
用
状
況
は
。

■Ａ
令
和
３
年
度
と
比
較

す
る
と
木
曽
病
院
線
、
村

内
循
環
線
、
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
は
増
加
、
坂
下
診

療
所
線
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。

■Ｑ
第
５
次
総
合
計
画
の

中
で
広
域
的
な
公
共
交
通

の
充
実
の
検
討
と
あ
る
が
。

■Ａ
木
曽
は
Ｊ
Ｒ
の

列
車
の
本
数
が
２
時

間
に
１
本
と
い
う
状

況
下
、
広
域
で
19
号

路
線
バ
ス
の
運
行
を

検
討
し
て
い
る
。

■Ｑ
休
日
の
公
共
交

通
の
運
行
を
求
め
る

声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

■Ａ
日
曜
日
に
つ
い

て
は
運
行
は
出
来
な
い
の

で
共
助
で
お
願
い
し
た
い
。

■■意見
地
域
住
民
と
の
協

働
で
休
日
の
移
動
支
援
を

行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

今
後
、
村
も
一
緒
に
考
え

て
い
っ
て
欲
し
い
。

◥
投
票
率 

　

向
上
に
向
け
て

■Ｑ
直
近
の
選
挙
の
村
の

投
票
率
の
傾
向
と
課
題
は
。

■Ａ
低
下
傾
向
に
あ
る
。

特
に
18
歳
19
歳
の
投
票
率

が
低
い
。

■Ｑ
高
齢
者
の
中
に
は
、

投
票
所
ま
で
出
向
い
て
い

け
な
い
と
諦
め
る
方
も
い

る
。
投
票
率
向
上
に
向
け

投
票
環
境
の
整
備
を
総
務

省
で
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

瓜尾美佐子 議員

　

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
大

事
な
権
利
を
最
大
限
保
障

す
る
た
め
に
、
投
票
環
境

の
整
備
を
求
め
る
。

　

期
日
前
投
票
所
の
複
数

設
置
や
車
で
出
向
く
「
移

動
期
日
前
投
票
所
」
の
導

入
な
ど
検
討
し
て
欲
し
い
。

■Ａ
検
討
し
た
こ
と
は
あ

る
が
、
立
会
人
の
確
保
が

出
来
な
い
た
め
難
し
い
。

◥
公
共
施
設
ト
イ
レ
に

　

生
理
用
品
の
常
備
を

■Ｑ
昨
年
４
月
、
学
生
の

５
人
に
１
人
が
生
理
用
品

の
入
手
に
苦
労
し
て
い
る

実
態
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で

報
道
さ
れ
た
こ
と
で
、
日

本
に
お
け
る
「
生
理
の
貧

困
」
の
現
状
が
明
ら
か
に

さ
れ
、
政
治
の
場
で
生
理

が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
公
共

施
設
や
学
校
の
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
を
常
備
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。
以

前
、
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の

常
備
を
求
め
た
が
、
そ
の

後
の
経
過
は
。

■Ａ
学
校
と
相
談
し
、
保

健
室
に
常
備
し
て
い
る
。

■Ｑ
大
和
市
で
は
「
声
な

き
声
に
答
え
る
」
と
し
て

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
を
設
置
、
熊
本
市

で
は
、
今
年
の
７
月
か
ら

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進

の
た
め
、
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置

し
て
い
る
。
村
も
公
共
施

設
ト
イ
レ
に
設
置
を
し
て

欲
し
い
。

■Ａ
衛
生
上
の
問
題
な
ど

も
あ
り
、
現
状
で
は
設
置

し
て
い
な
い
。

■■意見
生
理
を
女
性
だ

け
の
問
題
と
し
な
い
で
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点

で
社
会
の
問
題
と
し
て
捉

え
今
後
、
検
討
を
求
め
る
。

公共交通の休日運行を
休日は地域住民の協働で

ＪＲ野尻駅ＪＲ野尻駅

一　

般　

質　

問
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森
林
浴
は
、
１
９
８
２

年
当
時
林
野
庁
長
官
で

あ
っ
た
秋
山
智
英
氏
に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
最
初

の
森
林
浴
大
会
が
赤
沢
休

養
林
で
開
催
さ
れ
た
事
か

ら
、
赤
沢
自
然
休
養
林
が

森
林
浴
発
祥
の
地
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
佐
久
出
身
の

秋
山
長
官
は
、
林
野
庁
で

の
長
年
に
渡
る
全
国
各
地

域
の
森
林
調
査
等
の
実
体

験
か
ら
森
林
か
ら
受
け
る

様
々
な
効
果
に
つ
い
て
実

感
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
植
物
は
、
自
身
の

身
を
守
る
為
に
、
様
々
な

揮
発
性
成
分
を
放
出
し
て

い
る
事
が
確
認
さ
れ
、
新

た
な
測
定
方
法
の
発
展
に

よ
り
、
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
た
森
林
浴
の
意
義
が

広
く
認
識
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
森
林
浴
の
主
な
効

果
と
し
て
、
有
害
菌
の
不

活
性
化
、
大
脳
皮
質
の
活

性
化
、
血
圧
の
調
整
、
神

経
系
の
緩
和
、
皮
膚
病
及

び
呼
吸
疾
患
の
改
善
、
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
予
防
・

回
復
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
確
認
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

■Ｑ
現
代
人
は
、
自
然
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
生
活
が

基
本
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
為
、
ス
ト
レ
ス

状
態
に
陥
り
易
く
、
典
型

的
な
自
然
環
境
の
一
つ
で

あ
る
、
森
林
を
必
要
と
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
然
に
触
れ
る
事
に

よ
り
、
ス
ト
レ
ス
が
軽
減

さ
れ
る
と
免
疫
力
が
回
復

し
、
病
気
へ
の
抵
抗
力
を

高
め
る
事
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
結
果
的
に
は
、

医
療
費
の
削
減
に
も
繋
が

り
、
森
林
浴
に
よ
っ
て
、

病
気
に
な
り
に
く
い
抵
抗

力
の
あ
る
身
体
を
作
る
事
、

ひ
い
て
は
、
予
防
医
学
に

も
貢
献
し
ま
す
。
大
桑
村

で
は
、
地
の
利
を
活
か
し
、

森
林
浴
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
う
べ
き
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
如
何
で

し
ょ
う
か
？

■Ａ
森
林
浴
を
活
用
し
た

村
民
向
け
の
健
康
増
進
施

策
と
思
う
が
、
現
在
村
で

は
、
野
外
で
の
健
康
増
進

施
策
と
し
て
昭
和
53
年
よ

り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ュ
ー

運
動
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
西
ド
イ
ツ
で
始

ま
っ
た
歩
く
健
康
法
で
森

林
浴
と
は
少
し
違
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
村
で
は

参
加
者
を
募
り
、
月
に
一

度
阿
寺
渓
谷
や
殿
地
区
、

伊
那
川
地
区
等
、
村
内
各

所
を
歩
く
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
大
桑
村

の
地
の
利
を
活
か
し
自
然

の
中
を
歩
く
事
に
よ
り
、

脳
卒
中
や
、
心
筋
梗
塞
な

ど
を
無
く
し
、
歩
き
な
が

ら
の
健
康
促
進
を
計
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
但

し
、
現
在
、
天
候
不
順
の

日
が
多
く
、
又
、
コ
ロ
ナ

禍
と
言
う
事
も
あ
り
、
中

止
が
多
く
な
り
、
実
施
回

数
が
減
少
し
て
き
て
い
る

事
が
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

更
に
多
く
の
人
々
に
参

加
し
て
頂
き
、
健
康
増
進

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

■Ｑ
大
桑
村
の
地
の
利
を

活
か
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン

シ
ュ
ー
運
動
も
大
変
有
効

だ
と
思
う
が
、
例
え
ば
、

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園
の
活

用
も
先
の
森
林
浴
の
視
点

か
ら
新
た
な
活
か
し
方
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
如
何

で
し
ょ
う
か
？

■Ａ
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ュ
ー

運
動
で
の
、
の
ぞ
き
ど
森

林
公
園
で
の
活
用
も
考
え

て
い
き
た
い
。

細田　光一 議員

健康促進の為の森林浴活用提案
ゴールデンシュー運動を実施中

一　

般　

質　

問

ゴールデンシュー運動（伊奈川神社）ゴールデンシュー運動（伊奈川神社）
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一　

般　

質　

問

■Ｑ
協
働
の
村
づ
く
り
を

す
る
上
で
、
重
要
な
役
割

を
担
う
町
内
会
（
行
政

区
）
の
役
員
な
り
手
不
足

が
、
深
刻
な
問
題
と
な
り

始
め
て
い
る
。
特
に
、
調

査
依
頼
や
募
金
活
動
依
頼

は
、
面
会
を
伴
う
た
め
、

１
回
の
訪
問
で
済
ま
な
い

こ
と
が
あ
り
、
役
員
の
負

担
は
大
き
い
。
世
帯
数
や

人
口
の
減
少
、
生
活
環
境

の
変
化
を
考
慮
に
入
れ
な

が
ら
、
一
層
の
役
員
負
担

軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

■Ａ
回
覧
文
章
数
が
多
い

と
の
指
摘
は
あ
る
。
負
担

削
減
に
向
け
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
文
字
放
送
の
活
用

方
法
等
、
木
曽
広
域
と
も

協
議
を
重
ね
、
検
討
し
な

鈴木　　武 議員

が
ら
改
善
を
図
り
た
い
。

募
金
方
法
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
今
ま
で
通
り

で
、
お
願
い
し
た
い
。
保

健
補
導
員
に
お
願
い
し
て

い
る
検
診
意
向
調
査
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
よ

り
配
布
、
回
収
を
郵
送
で

実
施
す
る
予
定
。

■Ｑ
少
子
高
齢
化
や
世
帯

数
の
減
少
に
よ
り
、
町
内

会
（
行
政
区
）
の
維
持
が

困
難
な
場
所
が
出
始
め
て

い
る
。
行
政
区
の
編
成
と

役
割
を
ど
の
様
な
視
点
で

捉
え
て
い
る
か
。

■Ａ
村
と
し
て
は
、
行
政

区
に
駐
在
員
と
保
健
補
導

員
の
選
出
を
お
願
い
し
て

い
る
。
行
政
区
の
在
り
方

や
統
廃
合
等
に
つ
い
て
、

関
与
す
る
考
え
は
全
く

持
っ
て
い
な
い
。

■Ｑ
高
齢
化
率
43
％
を
超

え
た
当
村
に
於
い
て
は
、

災
害
時
の
避
難
誘
導
等
の

任
務
を
負
っ
て
い
る
消
防

団
は
重
要
な
組
織
で
あ
る
。

し
か
し
、
活
動
員
で
あ
る

団
員
数
は
、
年
々
減
少
し

て
い
る
。
団
員
の
募
集
方

法
に
つ
い
て
、
消
防
団
任

せ
で
は
な
く
村
も
消
防
団

と
一
体
と
な
り
、
対
象
者

へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

に
よ
る
勧
誘
方
法
を
提
案

し
た
い
。

■Ａ
人
口
減
少
は
、
適
齢

年
齢
で
あ
る
団
員
の
減
少

に
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
今
後
の
組
織
の
在
り

方
や
運
営
方
法
に
つ
い
て

は
、
消
防
団
と
し
て
考
え

て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い

る
。
団
員
の
募
集
活
動
に

つ
い
て
は
、
村
も
協
力
し

て
い
く
。
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
法

的
に
可
能
か
研
究
し
た
い
。

ダイレクトメールによる
消防団員募集を
可能かどうか研究したい

消防団ポンプ操法大会消防団ポンプ操法大会

役場回覧文書仕分け作業役場回覧文書仕分け作業
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応
募
、
こ
の
度
当
村
で
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
業
務
に
就
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
様
々
な

場
面
で
お
目
に
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
気
軽

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大
桑
村
図
書
館
開
館

　

大
桑
村
図
書
館
が
９
月

23
日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
図
書
館
の
規
模
は

小
さ
な
も
の
で
す
が
、
初

め
て
公
立
図
書
館
と
し
て

開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
で
、
毎
週
月
曜
日

が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

所
蔵
資
料
は
図
書
、
雑
誌
、

新
聞
、
視
聴
覚
資
料
で
デ

ジ
タ
ル
資
料
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
可
能
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
塩
尻
市
立
図
書
館

と
連
携
し
双
方
で
の
貸
し

借
り
も
で
き
る
よ
う
に
な

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

第
７
波
の
状
況

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
感
染
力
の
強
い
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
派
生
型

「
Ｂ
Ａ-

５
」
に
よ
り
急
拡

大
し
ま
し
た
。

　

村
内
は
、
７
月
に
入
り

発
生
が
顕
著
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
７
月
22
日
と
26

日
に
４
人
、
８
月
21
日
、

22
日
、
30
日
が
５
人
、
８

月
23
日
に
６
人
と
村
と
し

て
は
多
く
の
陽
性
者
が
出

ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｂ
Ａ-

５
の
感
染
力
が
強
か
っ
た

こ
と
、
人
の
移
動
に
行
動

制
限
を
設
け
な
か
っ
た
こ

と
が
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
村
で

は
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
７
月
13
日
か
ら
８
月

27
日
ま
で
の
10
日
間
実
施

し
ま
し
た
。
60
歳
以
上
、

18
歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
基

礎
疾
患
の
あ
る
人
と
医
療

従
事
者
を
合
わ
せ
て
１
６

１
６
人
が
受
け
ま
し
た
。

今
回
も
古
根
先
生
と
木
曽

病
院
の
先
生
方
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

第
６
次
総
合
計
画
に
着
手

　

平
成
25
年
度
に
策
定
し

た
第
５
次
総
合
計
画
は
、

令
和
５
年
度
で
目
標
年
次

を
迎
え
ま
す
。
第
６
次
総

合
計
画
は
令
和
６
年
度
か

ら
令
和
15
年
度
ま
で
の
10

年
間
の
村
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
と
な
る
基
本
構
想
と
令

和
10
年
度
ま
で
の
前
期
基

本
計
画
か
ら
な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
策
定

支
援
業
務
を
行
う
事
業
者

を
決
定
し
、
基
礎
調
査
、

現
行
計
画
の
進
捗
状
況
の

確
認
、
将
来
に
向
け
た
課

題
や
方
向
性
を
把
握
し
、

将
来
人
口
推
計
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を

行
い
ま
す
。
令
和
５
年
度

で
は
今
年
度
実
施
す
る
基

礎
調
査
の
結
果
を
も
と
に

基
本
構
想
、
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
策
定
に
あ

た
り
、
住
民
等
で
組
織
す

る
総
合
計
画
策
定
検
討
委

員
会
を
設
置
、
原
案
を
作

成
し
、
総
合
計
画
審
議
会

に
諮
り
公
表
し
ま
す
。

木
曽
地
域

治
水
対
策
協
議
会

　

木
曽
地
域
は
木
曽
川
と

そ
の
支
流
を
合
わ
せ
る
と
、

総
延
長
約
５
３
１
㎞
、
流

域
面
積
約
１
５
４
６
㎢
あ

り
ま
す
。
木
曽
地
域
に
お

い
て
も
木
曽
川
な
ど
の
増

水
に
よ
り
多
く
の
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
地
域
住
民
の
人
命
や

財
産
を
保
護
し
、
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、

木
曽
地
域
の
発
展
の
た
め

に
も
治
水
対
策
の
促
進
は

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ

ま
で
は
町
村
会
で
行
っ
て

き
た
治
水
対
策
に
関
す
る

要
望
活
動
を
充
実
さ
せ
る

た
め
「
木
曽
地
域
治
水
対

策
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
会
長
に
唐
澤
木

祖
村
長
、
副
会
長
に
原
木

曽
町
長
と
岩
佐
大
桑
議
会

議
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

新
Ａ
Ｌ
Ｔ
着
任

　

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
、
ト

リ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ
ー
ル
ボ

ム
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
さ
ん
は
ハ

ワ
イ
出
身
で
、
前
任
の
ア

ン
マ
リ
ー
さ
ん
が
勤
務
し

て
い
た
中
学
校
で
外
国

語
、
主
に
英
語
の
指
導
に

当
た
り
ま
す
。
２
０
２
１

年
12
月
に
大
学
を
卒
業
し
、

ジ
ェ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

り
ま
し
た
。
見
つ
か
ら
な

い
本
な
ど
は
塩
尻
市
立
図

書
館
や
県
立
長
野
図
書
館

か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

開
館
に
合
わ
せ
て
、
８

月
５
日
か
ら
運
用
が
始

ま
っ
て
い
る
県
内
77
市
町

村
と
県
が
共
同
運
営
す
る

「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」
の

利
用
登
録
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

６　　　月
16 日 ６月定例会
17 日 ６月定例会

議会運営委員会
19日 木曽郡消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
24 日 郡議長会
27日 社会福祉協議会評議員会
30日 大桑村・木曽森林管理署 

南木曽支署林政懇談会
阿寺渓谷管理運営協議会
７　　　月

１日 役場跡地検討委員会
４日 木曽南部直轄砂防推進協議会総会
８日 木曽広域連合臨時議会

郡議長会
木曽地域治水対策協議会設立総会

11 日 議会報編集特別委員会
14日 議員研修会
19日 議会報編集特別委員会

伊勢神宮御神木祭木曽奉賛会総会
26 日 木曽南部国道連絡会総会（web）
27 日 木曽南部木曽川右岸道路

整備促進期成同盟会総会
８　　　月

１日 木曽郡町村議会議員総会

３日 中津川田立線改良期成促進同盟会総会
17 日 木曽広域 議会運営委員会

木曽広域 総務常任委員会
19日 木曽広域 経済観光常任委員会
22日 木曽広域 福祉環境常任委員会

経済建設常任委員会
25 日 砂防意見交換会
26 日 木曽地域治水対策協議会学習会

砂防講演会
31日 木曽広域　第３回定例会

９　　　月
１日 森林・林業・林産業活性化促

進議員連盟長野県連絡会総会
６日 議会運営委員会
７日 木曽川南部右岸道路整備

促進期成同盟会要望
15 日 ９月定例会
16 日 ９月定例会
21 日 敬老会
23 日 図書館・開館式
26 日 総務文教部会・全体研修会

役場跡地検討委員会
28 日 木曽郡南部土砂防災 NW 議員連盟役員会
29 日 広域　総務常任委員会

郡議長会
30 日 ９月定例会

経済建設常任委員会
大桑村表彰審査委員会

議会活動日誌

行
政
報
告（
抜
粋
）
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ががんばるんばるんばががが

「地域のシニアの安心と交流の場をご提供で
きれば、こんな嬉しいことはありません」
　当社介護福祉施設のサンシャインあてら
は「サンシャイン」と親しみを持って皆様か
ら呼ばれています。介護福祉施設として、平
成17年８月大桑村野尻の阿寺に産声を上げ
た当社は、地域の皆様から多くのご支援とご
支持をいただき、早17年が過ぎました。開
設当初は綺麗なホテルのようだ、まるで介護
施設に見えないなど、言われておりましたが、
今では、お客さまに馴染みを持って親しんで
いただいております。ショートステイ、デイ
サービスとグループホームを通じて、地域の
皆様の安心を担保する施設として、これから
も役割を果たしていこうと思います。弊社
は「人の尊厳を大切にする介護」を介護理念

として①お客様の視点から考える「人を中心
とした介護」②ご家族のケアを大切にするた
めの「家族支援」③介護力を発揮するための
「チームワーク」④お客さまと職員の相互理
解を深めるための「コミュニケーション力の
向上」これらを行動指針として、ご利用にな
るお客様がご家族も含めて、英気を養い明日
への活力につながるような、そんな施設運営
を心がけています。ひたすら地域福祉一途に
邁進いたします。これからもどうぞよろしく
お願いいたします。
（株式会社サンシャインライフ
 代表取締役　大沢　謙一さん）

① 客様 視点 考 「人を中心

村内企業
サンシャインあてら

野尻 新田２　金田　英里さん
東京から大桑村の祖父の家に移

り住んで、もうすぐ６年になります。
　２人の子ども達も日々元気に成長し、私自身
も地域の仲間もできて村での生活を楽しく過ご
しています。
　水の美味しさ、野菜の美味しさ、色鮮やかな
木々に澄んだ朝の空気、綺麗な夜空、そしてこ
の土地で新しく出会った人々。村に来て自然や
人との関わりが濃くなり、それが私達の生活を
楽しく豊かにしてくれているのだなと感じてま
す。
　そんな環境で、自分も何かできないかと少し
ずつはじめた料理の仕事も、活動と共にだんだ
んと知ってくださる方も増えて、今はお弁当や
ケータリングランチ、子ども達との料理教室な
どを木曽郡内様々な場所で行わせてもらってい
ます。食を通じて笑顔が生まれたり、地域の食
材を使って新しい料理の提案ができる事に自分
でもとてもやり甲斐を感じ、食を通した地域へ
の活動をこれからも続けていきたいと思ってい
ます。

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長

細
田　

光
一

副
委
員
長

沼　
　

友
行

委　
　

員

清
水　

芳
昭

坂
家　

重
吉

勝
野　

清
子

▼
大
桑
の
表
紙
を
飾
る
定
勝
寺
の

秋
。
村
の
図
書
館
も
開
設
さ
れ
、

紅
葉
の
季
節
の
始
ま
り
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
方
も
大
い
に
図
書

館
を
活
用
し
、
読
書
の
秋
も
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。委

員
長　

細
田
光
一

22▼
深
秋
の
山
門

深
秋
の
山
門

　

四
季
折
々
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
風
情
と
た

た
ず
ま
い
を
魅
せ
て
く
れ
る
定
勝
寺
。
深
秋
の
雨

上
が
り
、
映
え
た
紅
葉
に
た
た
ず
む
山
門
。
侘
び

を
感
ず
る
一
枚
で
す
。

表
紙
撮
影　

高
樋  

隆
圓
さ
ん

（
須
原
上
町
下
）

ト
ファ
イ
ル
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399-5503

長野県木曽郡大桑村大字長野
880番地１

TEL  0264-55-3080　
FAX  0264-55-4134

　
　
　
HP  http://w

w
w
.vill.ookuw

a.nagano.jp/　
　
m
ail  info@

vill.ookuw
a.nagano.jp

印
刷
／
木
曽
オ
ー
ル
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

 「
お
お
く
わ
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
10月

27日
発
行

く わくく
お
くく

お
おお

第
170

号
議
会
だ
よ
り


